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司
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支

那

白

村

落-読

+巳
+
4
4
 

支

那

の

村

落

"'!O~ D e:a 

本

叉

次

間
合
居
住
吉

E
E
E
E
)
に
園
集
型
と
分
散
型
と
の
二
型
式

を
認
め
上
う
と
す
る
努
力
は
、
従
来
人
女
地
理
筆
者
の
聞
に
於

て
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
集
村
・
大
村
・
集
圏
居
住

(-zz

E
m
E
Z同
居
)
ム
」
散
村
・
小
村

(
E
5
2
5
)
・
散
在
居
住

(
r
p
Z
E
H

に
類
別
す
る
観
献
か
ら
、
支
那
の
村
落
は
如
何
に
認

品
一
郎
官
早
)

定
さ
れ
来
っ
た
か
。

こ
れ
に
闘
す
る
て
・
三
の
設
を
窺
ふ
と
と

に
す
る
。

働
蘭
西
人
文
地
理
鳳
一
樹
立
者
た
る
の
楽
器
闘
を
荷
な
ふ
ぺ
き

ポ

1
1
N
・
ヴ
イ
グ
ノ
ル
・
ド
・
ラ
・
プ
ラ
ア
シ
ユ
(
句
E
L
〈
主
主

L
o
z

国一

R
Z
)
は
そ
の
遺
著
「
人
文
地
理
準
原
論
」
に
於
て
、
楽
落
の
分

類
型
式
を
貸
詮
に
よ
り
て
見
出
し
、
と
れ
を
分
散
居
住
吉
伊
豆

E

〆

吋

第
四
十
八
巻

四
二
六

第

披

i¥. 

L
2
5
E
z
b
)
と
圏
集
居
住
吉
=
白
目
。
但
由
民
一
E
B
b
-
b
)

と
に
し
て
ゐ

る
が
、
と
の
見
地
か
ら
支
那
の
村
落
そ
も
挑
め
て
ゐ
る
。
彼
は
大

憶
に
於
て
北
支
那
は
閣
集
居
任
で
あ
る
が
、
南
方
は
分
散
居
住

で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
北
支
郊
に
於
け
る
七
地
の
一
様
性
は
集

合
に
泊
設
で
あ
る
が
、
南
方
へ
、
河
南
か
ら
湖
北
へ
、
或
は
二
大

河
の
間
で
山
東
か
ら
江
蘇
へ
、
殊
に
妨
γγ
江
以
南
で
湖
南
及
揃

江
ヌ
四
方
四
川
の
官
布
た
省
へ
進
む
d
.
気
候
及
土
壌
の
艶
化

の
影
響
が
、
農
村
居
住
の
健
制
の
上
に
感
ぜ
ら
れ
る
般
に
た
る
o

家
屋
散
布
の
傾
向
が
段
々
著
し
く
な
り
、
或
は
居
住
は
段
を
な

す
茶
園
に
沿
ふ
斜
面
の
頂
き
に
及
び
、
或
は
夏
其
庭
で
稲
作
に

必
要
た
る
水
を
得
る
に
少
々
高
き
に
過
ぎ
る
や
と
思
は
れ
る
程

の
上
地
に
ま
で
住
居
が
選
ば
れ
て
ゐ
る
。
彼
は
】
凶
-
d
o
E
E
M
の

「
支
那
」
の
闘
に
あ
る
漢
江
上
流
の
濯
概
段
丘
上
の
且
民
家
を
例
と

し
て
示
し
、
家
族
群
落
の
風
習
が
之
に
際
じ
て
ゐ
る
と
し
て
ゐ

る
。
即
ち
枝
分
れ
し
た
多
数
の
子
孫
が
、
信
仰
や
習
慣
で
周
め

ら
れ
、
先
祖
の
ま
わ
り
に
小
群
を
友
し
て
ゐ
る
と
述
べ
る
。

北
方
は
集
村
、
南
下
す
る
に
つ
れ
て
散
村
を
と
る
と
の
見
解

は
彼
の
流
れ
を
汲
む
高
弟
の
一
人
た
る
ド
マ
ン
ヂ
ヨ

y

白訴

』

)EMEmg口
)

に
そ
の
ま
L
受
け
継
が
れ
た
。
ド
マ
ン
ヂ
ヨ

y

Viual de la Blache， Principes dc Geo?raphie hu】訂 iI.ine，pp・ 169et sqq. pp 
190-193，彼の設明は Richthofen，China 1， p・4Q.5:1 T'iessen， C'hina， p・339
に主として依ってゐる。



は
北
方
支
那
の
平
野
に
於
て
は
集
付
が
支
配
的
で
あ
る
と
し
て

ゐ
る
。
而
し
て
川
帽
子
江
地
域
よ
り
甫
に
進
む
に
つ
れ
て
、
家
屋

は
耕
作
さ
れ
た
山
腹
に
散
在
し
、
畠
や
茶
閣
の
聞
に
小
さ
友
村

が
散
在
し
て
ゐ
る
と
遁
ぺ
て
ゐ
る
-o

ド
マ
ン
ヂ
ヨ
ン
は
閏
合
居

住
の
型
式
上
に
反
映
す
べ
き
影
響
を
、
(
一
)
白
然
的
保
件
の
影

響
、
(
二
)
枇
合
的
保
件
の
影
響
、
さ
一
)
農
業
経
済
の
影
響
の
三

に
分
ち
考
察
し
て
ゐ
る
が
、
自
然
的
像
件
と
し
て
、
全
づ
地
勢

を
事
げ
、
平
野
は
集
村
に
一
週
せ
る
も
山
獄
や
狭
陥
危
地
域
は

相
州
立
家
屋
や
小
村
を
多
く
す
る
と
述
べ
、
北
支
那
に
於
け
る
慌

が
れ
る
砕
原
と
地
形
の
一
山
林
性
は
集
村
註
常
料
加
に
寅
現
し
た
と

指
摘
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
水
害
に
謝
し
守
る
必
市
安
か
ら
屡
ミ
圏

集
居
住
が
導
き
出
さ
れ
た
と
し
、

叉
到
る
所
水
利
の
使
よ
き
所

に
て
は
居
住
は
散
在
す
る
も
、
水
利
の
使
少
き
地
で
は
集
中
す

る
と
の
基
準
を
樹
て
L
ゐ
る
。

乙
の
基
準
は
支
那
村
落
の
場
合

に
も
亦
首
で
は
ま
る
の
で
あ
ら
う
。
ド
マ
ン
ヂ
ヨ
ン
は
圏
集
居

住
の
方
が
い
づ
れ
か
と
云
ふ
と
原
始
的
形
態
で
あ
る
と
し
て
ゐ

る
が
、
果
し
て
北
方
支
那
に
古
代
の
家
族
共
同
躍
が
多
〈
残
存

し
、
そ
の
も
凡
め
に
集
村
が
支
配
的
司
な
の
で
あ
ら
う
か
。
不
安
に

支

那

の

村

落

し
て
防
禦
の
要
あ
る
場
合
農
民
は
村
に
集
る
も
、
安
全
が
保
障

こ
の
原
則
は
支
那
村
落
の

さ
れ
る
と
分
散
定
住
す
る
に
至
る
。

南
北
雨
型
に
於
て
も
亦
該
営
す
る
で
あ
ら
ろ
か
。
ド
マ
ン
ヂ
ヨ

ン
は
亦
遊
牧
時
代
の
居
住
は
侭
立
・
分
散
で
あ
る
が
、
定
期
再

分
割
時
代
に
入
っ
て
分
散
又
は
集
中
と
た
り
、
農
業
共
同
緯
内

部
の
問
定
所
有
地
時
代
に
な
っ
て
集
村
を
呈
し
、
専
門
化
耕
作

時
代
に
故
村
と
な
る
止
の
見
通
し
を
樹
て
i
h

ゐ
る
が
、
支
那
村

ヰ
附
は
果
し
て
、
ど
れ
に
組
み
入
れ
杯
、
ふ
べ
き
か
。

ド
マ
ン
ヂ
ヨ

シ
は
之
に
闘
し
何
等
の
説
明
を
も
加
へ
て
ゐ
な
い
が
、
彼
の
基

準
に
問
…
し
勺
ヘ
具
慌
的

κ支
那
村
落
を
調
査
し
行
〈
E
B
と
は

今
後
に
残
さ
れ
た
極
め
て
興
味
深
き
問
題
の
如
〈
忠
は
れ
る
。

戸
マ
ン
ヂ
ヨ
ン
は
悶
合
共
同
趨
に
閥
し
、
そ
の
進
化
過
程
を
、

原
始
的
問
舎
共
同
鰻

(
F
B
E
E
E
E広

E
E
F
司『一
E
5
5
)、

組
織
化
村
落
共
同
惇

(
E
2
2
4
5
5
E広
三
=ω

向。
3
日。

2
哲
三
ωho)

近
代
的
国
合
共
同
関

(
E
S
E
-
E
E
Z広

E
E
Z
E
D
-
2
5
)
に

分
っ
て
ゐ
る
が
、
支
那
の
村
落
は
原
始
的
問
辛
口
共
同
健
よ
り
組

織
化
村
落
共
同
鰻
に
進
み
し
も
の
と
し
、
原
始
的
放
浪
村
落
が

永
久
的
居
住
に
特
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
而
し
て

第
四
十
八
巻

四

七

第

披

九
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支

那

の

村

落

こ
の
間
定
化
を
可
能
な
ら
し
め
た
も
の
は
貫
に
米
作
で
あ
っ
た
。

米
作
は
多
く
の
難
業
苦
行
を
要
求
し
、
か
く
投
下
さ
れ
.
組
織
化

さ
れ
た
土
地
は
他
の
目
的
に
使
間
ず
る
を
得
中
、
永
住
的
た
共

同
阻
闘
を
作
り
附
し
た
と
す
る
c

併
し
乍
ら
と
の
思
に
臥
す
る
ド

マ
ン
ヂ
ヨ
ン
の
見
解
は
組
め
て
大
ざ
っ
ぱ
で
あ
っ
て
彼
が
多
く

り
示
唆
を
受
け
し
米
閣
由
民
付
枇
台
風
γ

凶
作
の
庶
民
サ
ン
グ
1
ソ

(∞
E(ぜ
る
ロ
)
教
授
の
そ
れ
の
精
細
た
る
と
比
す
べ
く
も
な
い
。

四

サ
ン
グ
1
ソ
ン
教
授
は
現
代
米
国
の
農
村
枇
舎
は
大
部
分
近

代
的
田
舎
協
同
枇
倉
百
一
5

5
。
L
2ロ
E
E一
B
E
E三
三
左
り

と
見
、

と
れ
に
到
建
す
べ
き
過
程
を
成
汎
た
る
歴
史
的
比
較
研

究
に
よ
っ
て
究
明
し
、
農
村
共
同
枇
舎
の
一
諸
類
型
を
そ
の
進
化

過
程
に
於
て
(
一
)
原
始
的
農
村
(
・
p
o
H
d
ユヨ

E
Z
主
ユ
ロ
巳
Z
E
-

5
r
m
m
)
(
一
一
)
村
落
共
同
開

3
4
5
5
F宮
内
EZEE-q)(三
)

近
代
的
農
村
(
H
J
Z

冨
主
主
】
〉
向
コ
ロ
ロ

-
E
E
5
=
L向
。
)
(
四
)
近

代
的
出
合
協
同
枇
舎
2
J
E
Z
え
に
三

-
2
2
-
c
v
Z
M
E
z
-
-巳
}
土
五
)

る E
0"大

農
揚

戸」

" 
『

~ 

"" 
〆d

" 
ω 
戸
~ 

の
五

三詰ト
類
し
て

ゐ

サ
ン
ダ
1
ソ
ン
は
第
二
段
の
塑
式
の
代
表
的
事
例
を
現
代

第
四
十
八
巻

第

競

O 

四

A 

に
於
て
求
む
れ
ば
、
支
那
村
落
で
る
る
と
し
、
之
を
可
た
り
詳

し
く
述
べ
て
ゐ
る
。

サ
氏
に
よ
る
第
二
段
の
村
落
共
同
鰭
た
る

も
の
は
、
本
来
血
縁
者
の
集
闘
で
る
っ
て
、
そ
の
居
住
は
永
久

的
左
村
の
内
に
集
り
、
多
少
共
有
地
を
有
し
、
村
の
境
界
も
明

確
に
去
っ
て
ゐ
る
。
第
一
段
の
原
始
的
農
村
に
て
は
女
の
み
が

、J
J 

l
z
F
-
:
、

1
2
J
'
J
 

U
Zォ
1
1
z
t
吋
J

1

1
」

需
で
二
五
代
工
事
4
1
勺
J
明、

f
芯
A
1
令
MMZ
トトド
4

士庁
ι
州
首
弘
ム
判
h

v

刊
山
イ
¥
ザ
仇

P

/

L

f
〆

t

本!f
w 
t長

一丁十
a
1
2
:
、

1
i
d一白
7
，司

第
二
段
に
て
は
同
一
土
地
に
不
断
に
農
業
が
経

傍
さ
る
L
に
五
り
、
そ
の
た
め
村
は
同
定
し
、
住
居
及
制
度
の

よ
り
准
歩
し
た
型
式
が
出
来
、
鋤
や
草
や
出
家
蔀
が
大
い
に
利
用

さ
れ
、
よ
り
庚
い
町
畑
が
男
子
に
よ
。
て
耕
作
さ
れ
る
。
施
肥
・

濯
統
・
家
畜
の
飼
育
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
か
t
A

る
型
式
は
古
代

文
明
及
中
官
欧
州
一
般
に
行
は
れ
た
も
の
で

b
っ
て
、
現
代
の

支
那
に
は
向
こ
れ
が
濃
厚
に
残
存
し
て
見
ら
れ
る
と
サ
ン
グ
1

ソ
ン
は
設
く
。

か
く
て
サ
氏
は

F
E・
HFJR1DEHRW(Uz--】間

り
'つ
L 

百E
を富
加ロミ

〆¥ヒ=

" " ゐ r
る等。5) (T) 
研
究
を
援
月1
し

『

b
円

-
o
F

と
れ
に
嫁

バ
ッ
ク
は
支
那
の
村
落
を
小
村
(
一
FFEd-5)
長
村
(
F
R
E
E同
三
=

ょ
。
)
布
揚
町
村
落

(
Z
E
T
T
Z
E
E
-
-点
。
)
の
三
に
匡
別
づ
け
て

工Jernangeon，Vil1ages et comm印刷1む ruraleり Annalesde Geographie， No. 
ご38.拙稿、ドマンヂヨン・村落と田舎共同艦、経由理論叢第四，七巻二激。
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ゐ
る
。
小
村
は
二
乃
至
十
の
家
族
よ
り
成
り
、
地
方
一
般
に
多

く
見
ら
れ
る
が
、
殊
に
束
中
部
に
多
い
。
農
村
は
十
乃
至
吉
家

族
を
含
み
、
地
方
全
般
に
普
通
で
あ
る
が
、
特
に
束
中
部
よ
り
も

北
支
に
於
て
大
で
あ
る
。
市
場
町
村
落
ば
最
少
で
も
百
家
族
を

有
し
、
多
い
も
の
に
な
る
と
数
千
家
族
よ
り
な
る
も
の
で
あ
る
3

但
し
南
方
に
て
は
農
村
と
市
場
町
村
落
と
の
匝
別
が
得
ら
れ
友

ぃ
。
個
有
の
村
落
部
分
は
防
壁
せ
ら
れ
、

悶
閣
か
ら
分
離
さ
れ

て
ゐ
る
つ

市
女
に
て
は
利
市
内
に
活
路
と
一
一
口
た
く
¥
t
t
q
c
i
r
f吋

と
の
間
に
通
り
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、

北
支
に
て
は
正
し
く

真
直
ぐ
友
る
道
路
が
あ
り
、
街
村
の
姿
を
呈
し
て
ゐ
る
。
村
落

は
家
族
村
落

(
F
E
Z
-
}「
手
一
回
目
。
)
で
、
そ
の
各
家
族
は
結
合
家
族

(
]
3
5
f
F
E
=ヱ
で
あ
っ
て
叫
更
に
犬
左
る
宗
族
(
同
S
F
円一

E)

に
包
括
せ
ら
れ
、
各
部
落
は
多
く
の
揚
合
二
・
三
宗
族
の
結
合

韓
で
あ
り
時
と
し
て
一
宗
族
が
一
部
落
を
構
成
す
る
例
も
少
〈

友
く
、
一
宗
族
に
て
こ
以
上
の
部
落
を
作
る
場
合
も
あ
る
。
宗

族
の
旭
先
祭
杷
の
寺
院
が
農
村
に
あ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
中

南
支
に
て
は
小
付
に
共
同
組
先
に
針
す
る
数
家
族
の
小
洞
が
あ

る
。
北
支
に
は
市
揚
町
村
落
が
あ
る
か
ら
、
各
農
村
に
は
府
鋪

が
少
た
い
が
、
南
方
に
て
は
農
村
に
商
屑
が
あ
り
、
そ
れ
等
は

文

那

の

村

落

概
ね
臨
時
的
定
期
市
的
友
も
の
で
あ
る
。

サ
民
の
説
明
を
通
じ
て
も
、
北
支
が
集
村
で
あ
り
、
南
方
に

は
散
村
が
支
配
的
で
る
る
と
と
が
窺
は
れ
る
様
に
忠
ふ
。
併
し

中
南
方
に
分
散
的
居
住
が
一
般
的
で
あ
る
と
一
去
っ
て
も
、
そ
れ

は
故
村
・
小
村
を
意
味
し
、
孤
立
農
家
・
五
宅
は
西
方
支
那
邸

ち
山
多
き
四
川
省
民
於
て
認
め
得
る
の
み
で
あ
る
。

五

ノ
ヲ
ア
、
し
品
、
ド
マ
シ
ジ
ョ
ン
の
見
併
に
よ
る
と
交
郊
の
村

落
は
北
方
は
集
村
、
南
方
は
散
村
と
認
定
さ
れ
る
。
と
の
見
解

は
別
に
具
健
的
な
調
査
陀
基
く
も
の
と
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、

一
つ
の
見
通
し
と
し
て
興
味
あ
る
類
別
と
考
へ
る
。
サ
ン
ダ
l

ソ
ン
は
支
那
村
落
を
以
て
血
縁
集
圏
村
落
の
代
表
的
型
で
あ
る

と
し
、
家
族
・
宗
族
を
以
て
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
支
那
の
村
落
枇

舎
を
描
き
出
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
説
明
を
通
じ
て
も
、
北
支
の

園
集
裂
、
中
南
支
の
分
散
型
が
認
め
ら
れ
る
。
支
那
村
溶
の
研

究
は
、
費
際
に
印
し
た
踏
査
・
調
査
の
上
に
樹
て
ら
れ
ね
ば
友

ら
ぬ
こ
と
は
勿
論
で
あ
ら
う
が
、

と
れ
等
欧
米
筆
者
の
見
解
も

亦
一
つ
の
見
通
し
を
つ
け
る
上
の
何
等
か
の
手
が
か
り
と
し
て

意
味
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

第
四
十
八
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